

































































視した戦略策定を志向する一連の研究は、戦略計画学派 (沼上 2009) やプ











1) 原 (2012) によると、多角化に関する問題が1960年代における焦眉の課題となった背
景には、技術・製品の革新や産業構造の変動が存在し、その結果として従来とは異な
る多角化の決定ルールが要請されたことが､ 経営戦略論成立の契機となった (2830頁)。
2) 例えば、Mintzberg, Brunet and Waters (1986)､ Mintzberg and McHugh (1985)、Mintz-
































































































Beer et al. (1984) は、人的資源管理に計画性がなく、問題が生じたその都
度解決策を提示するような形で行われていると主張し、様々な人的資源管理
の活動をゼネラル・マネジメントの視点から統合することの必要性を論じて
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3) アメリカとともに当該領域において豊富な研究蓄積を有するイギリスにおいても、同
様の傾向が存在する。Storey (1992) や Legge (1995) といった標準的な人的資源管
理のテキストにおいては、戦略への貢献が要請されるという人的資源管理の特質が挙
げられている。
4) 人的資源管理という用語自体は1960年代にすでに存在していた (岡田 2002) ものの、
その意味・内容が英米で盛んに議論されるようになったのは1980年代になってからで
ある (森谷 2014)。















ターン」(Wright and MacMahan 1992, p. 298) といわれる。しかし、この概
念規定のみでは人的資源管理との具体的な差異は不明確なままである。それ




Huselid 2006, p. 899)。また、社会全体の制度的要因を射程に含めた人的資
源管理こそが戦略的人的資源管理であると説明したうえで、分析視角の広狭
によって両者を区別することもある (Truss and Gratton 1994, p. 666)。この
創発型戦略論に基づく戦略的人的資源管理の展開可能性 9
5) 人的資源管理に関する研究で創発 (emergent) という用語が論題に含まれているのは､











るもの (Miles and Snow 1984 ; Schuler and Jackson 1987 ; Lengnick-Hall and
Lengnick-Hall 1988 ; Wright and MacMahan 1992) や、特定のベストプラクティ
スが企業の業績向上に寄与するとして、その特定に主眼を置くもの
(Huselid 1995 ; Pfeffer 1994 ; 1998) などが存在する。その後、これらは戦略
的人的資源管理の主要なパースペクティブとして認識・整理され (Delery









れのタイプに応じた人的資源管理モデルが提示され (Schuler and Jackson
1987)、普遍的アプローチで提示される人的資源管理の規範モデルは、資源
の異質性に基づく競争優位の構築を目指した Barney (1991) らの資源ベー
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Hendry and Pettigrew (1986) による戦略的人的資源管理における「戦略
的」の意味づけは、その後の戦略的人的資源管理の概念規定や問題意識の中
に反映されており、戦略的人的資源管理の基本的な枠組みを提示していると
いってよい。例えば、既に述べた Wright and MacMahan (1992) による戦略






























確認されているが、(例えば、Grant 1999 ; Truss 2001 ; Khilji and Wang 2006 ;






































る (Storey 1992, p. 31)7)。近年においても、人的資源管理と企業業績の向上
の関連性を探索する中で、両者に介在する要因を解明する一環として、ライ
ンマネジャーの行動およびそれによる従業員への影響が取り上げられている
(Purcell and Hutchinson 2007, Harney and Jordan 2008)。
人的資源管理にまつわる諸種の活動の中でも、特に選考や評価、部下の育
成などに関して、ラインマネジャーが直接的に関与することが多いとされる
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